
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

高屋西小学校 第５学年 No.15 

 １１月１日（水），道徳の時間に「クマのあたりまえ」というお話を読んで，日々，

生きていることについて考えました。森の中に住むクマさんは，知り合いのクマがそっ

とさみしく亡くなっているところを見つけます。自分もいつかそうなるのかと考える

と，クマとして生きていくのが嫌になり，石になろうと考えます。動いてもいけない，

しゃべってもいけない，何かを思ってもいけない石になることで，やっぱり毎日当たり

前に家族とともに生きていくほうがいいと気づきます。 

 私たちの毎日は，いやなこともたくさんあるかもしれないけれど，それでもやっぱり

今のまま生きていくことが幸せなんだなと考えることができた授業でした。 


